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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスペンサーは、ディスペンサーユニットを収めるハウジング（１）と、作動機構（
４）とを備え、このディスペンサーユニットは、適用される物質のためのタンク（２）と
、タンク（２）と結合された計量供給装置（３）とによって形成され、この計量供給装置
を経由して、適用される物質を所定の配量で供給することができ、また作動機構は、この
物質を所定の配量で供給するために、作動力を加えられると計量供給装置（３）を作動す
ることができ、この場合ディスペンサーユニットは、タンククランプ（５）を介してハウ
ジング（１）に保持されている、上記のディスペンサーにおいて、タンク（２）は、液体
の大部分が収められる上部体積領域（２′）と、この上部体積領域（２′）の下に配置さ
れた下部体積領域（２″）と、タンククランプ（５）を形成するために下部体積領域２″
の上部末端領域に形成された環状形のクランプ受け（６）とを備え、この場合計量供給装
置（３）は、下部体積領域（２″）の下側末端に配置され、そしてディスペンサーユニッ
トをハウジング（１）内に確実に取り付けるため、ハウジングにおけるタンククランプの
位置を、規定通りに取り付けられ充填されたディスペンサーユニットの重心と、上部体積
領域（２′）の上側末端との間の領域に配置し、ハウジング（１）が、壁面に取り付け可
能な基盤部品と、充填の際に基盤部品に対して旋回可能なフタ部品とを備えて下方開口箱
状に形成し、このフタ部品が押しボタン（８）を形成することを特徴とする、上記のディ
スペンサー。
【請求項２】
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　液体、発泡性、ペースト状、または粘性の物質のための計量供給ディスペンサーとした
ことを特徴とする、請求項１に記載のディスペンサー。
【請求項３】
　環状形のクランプ受け（６）が、補強されたリングとして形成され、そしてタンククラ
ンプ（５）を形成するためにハウジング（１）の、フォーク状でディスペンサーユニット
を取り上げるピックアップ（７）に差し込まれていることを特徴とする、請求項１又は２
に記載のディスペンサー。
【請求項４】
　上部体積領域（２′）と下部体積領域（２″）とが、ネジ締結を介してたがいに結合さ
れ、環状形のクランプ受け（６）の補強されたリングが、上部体積領域（２′）または下
部体積領域（２″）のフランジリングから形成され、このフランジリングには雌ネジが施
されていることを特徴とする、請求項３に記載のディスペンサー。
【請求項５】
　ディスペンサーは、ディスペンサーユニットを収めるハウジング（１）と、作動機構（
４）とを備え、このディスペンサーユニットは、適用される物質のためのタンク（２）と
、タンク（２）と結合された計量供給装置（３）とによって形成され、この計量供給装置
を経由して、適用される物質を所定の配量で供給することができ、また作動機構は、この
物質を所定の配量で供給するために、作動力を加えられると計量供給装置（３）を作動す
ることができ、この場合ディスペンサーユニットは、タンククランプ（５）を介してハウ
ジング（１）に保持されている、上記のディスペンサーにおいて、タンク（２）が下部体
積領域（２″）と上部体積領域（２′）とによって形成され、この場合第１には、計量供
給装置（３）が下部体積領域（２″）の下側末端に配置され、第２には、タンククランプ
（５）を形成するため、上側末端と下側末端の間にくびれたネック部分（９）を備え、こ
のネック部分は座面を持ち、該座面はその延長線が体積領域（２′）の側壁に対し角度γ
で内側に傾斜し、この角度γを１０°から１７０°とし、第３には、対応する支持面（１
０）がハウジング（１）に設けられ、この支持面にネック部分（９）の座面を載せること
ができ、第４には、ディスペンサーユニットをハウジング（１）内に確実に取り付けるた
め、ハウジングにおけるタンククランプの位置が、規定通りに取り付けられ充填されたデ
ィスペンサーユニットの重心と、上部体積領域（２′）の上側末端との間に配置され、ハ
ウジング（１）が、壁面に取り付け可能な基盤部品と、充填の際に基盤部品に対して旋回
可能なフタ部品とを備えて下方開口箱状に形成し、このフタ部品が押しボタン（８）を形
成されていることを特徴とする、上記のディスペンサー。
【請求項６】
　液体、発泡性、ペースト状、または粘性の物質のための計量供給ディスペンサーとした
ことを特徴とする、請求項５に記載のディスペンサー。
【請求項７】
　上記座面が円形のリング面として形成されていることを特徴とする、請求項５又は６に
記載のディスペンサー。
【請求項８】
　ディスペンサーユニットがただ１つの位置においてのみハウジングに差し込み可能であ
ることを特徴とする、請求項７に記載のディスペンサー。
【請求項９】
　座面と支持面（１０）を、該面と支持面（１０）に形成された溝と突起との結合によっ
て、ロック状態かつ再分離可能状態でたがいに結合できることを特徴とする、請求項５か
ら８のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項１０】
　座面と支持面（１０）が平らな面であることを特徴とする、請求項５から９のいずれか
に記載のディスペンサー。
【請求項１１】
　座面と支持面（１０）が傾斜した面であることを特徴とする、請求項５から９のいずれ
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かに記載のディスペンサー。
【請求項１２】
　支持面（１０）がハウジング内のＵ字形体の上面であり、このＵ字形体が上部体積領域
（２′）を支持することを特徴とする、請求項５から１１のいずれかに記載のディスペン
サー。
【請求項１３】
　上部体積領域（２′）と下部体積領域（２″）との間に溝が設けられ、この溝の上側周
縁が座面を形成し、Ｕ字形体の支持面（１０）をこの溝に挿入できることを特徴とする、
請求項１２に記載のディスペンサー。
【請求項１４】
　上記Ｕ字形体が曲げ可能に形成され、その際、Ｕ字形開口部がまず断面を広げて次にそ
の末端で断面をわずかに狭める形状とし、その結果弾力の下で下部体積領域（２″）をＵ
字形支持面に挿入できることを特徴とする、請求項１２または１３に記載のディスペンサ
ー。
【請求項１５】
　支持面（１０）が円形に形成され、その内径は下部体積領域（２″）の最大外径より小
さく、下部体積領域（２″）が支持面（１０）を通って差し込み可能であることを特徴と
する、請求項５から１１のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項１６】
　下部体積領域（２″）は、上部体積領域（２′）の側で、まず第１の部分が直線的に下
方に延び、上部体積領域（２′）の反対側に第２の部分を持ち、この第２の部分は、第１
の部分に対して角度αだけ横方向に曲げられており、この角度αを、０°＜α≦４０°と
したことを特徴とする、請求項１から１５のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項１７】
　第２の部分が、形状安定性を得るために補強エレメントを備えることを特徴とする、請
求項１６に記載のディスペンサー。
【請求項１８】
　作動エレメント（４）が押しボタン（８）を備え、この押しボタンは、旋回可能な状態
でハウジング（１）に取り付けられて、押力を計量供給装置（３）に伝達することができ
、この場合計量供給装置（３）は、押力で作動可能なノズルを備え、このノズルは作動さ
れると、所定の配量の上記物質を供給できることを特徴とする、請求項１から１７のいず
れかに記載のディスペンサー。
【請求項１９】
　押しボタン（８）が、平らなプレートと力伝達手段とにより形成され、この力伝達手段
は、計量供給装置（３）の側に配置されてプレートと結合され、計量供給装置（３）に作
用する作動軸の形状であることを特徴とする、請求項１８に記載のディスペンサー。
【請求項２０】
　押しボタン（８）が平らなプレートにより形成され、このプレートの計量供給装置（３
）側の接触面が、計量供給装置の接触面に対して角度βだけ傾斜しており、この角度βは
９０°より小さいことを特徴とする、請求項１８に記載のディスペンサー。
【請求項２１】
　下部体積領域（２″）が計量供給装置（３）とタンク（２）の間に液密な流路を形成す
ることを特徴とする、請求項１から２０のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項２２】
　下部体積領域（２″）が、少なくとも部分ごとに、特には１つの湾曲した部分に、アコ
ーデオン状の壁領域を備えることを特徴とする、請求項２１に記載のディスペンサー。
【請求項２３】
　下部体積領域（２″）が柔軟なホースとして形成されていることを特徴とする、請求項
１１に記載のディスペンサー。
【請求項２４】
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　下部領域（２″）の計量供給装置接続部（６）側末端が上部体積領域（２′）と結合さ
れるよう、フレーム状またはチューブ状のスペーサーが設けられていることを特徴とする
、請求項２３に記載のディスペンサー。
【請求項２５】
　ディスペンサーがフォームディスペンサーとして形成され、この場合計量供給装置（３
）が計量供給ポンプとして形成され、そしてタンク（２）内の液体物質を、供給前に作動
運動によって、所定の配量で発泡させることができることを特徴とする、請求項１から２
４のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項２６】
　計量供給ポンプが機械的ポンプであることを特徴とする、請求項２５に記載のディスペ
ンサー。
【請求項２７】
　ハウジング（１）が下部領域に圧壊防止支持材を備え、該圧壊防止支持材は、下部体積
領域の外側輪郭の雌型に相当する形状として、計量供給装置に押力が加えられると、下部
体積領域（２″）がその圧壊防止支持材に支持されることを特徴とする、請求項１から２
６のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項２８】
　圧壊防止支持材は、少なくとも部分ごとに、下部体積領域（２″）の外側表面に面的に
密着することを特徴とする、請求項２７に記載のディスペンサー。
【請求項２９】
　請求項１に記載のディスペンサーのハウジング内で用いるディスペンサーユニットにお
いて、すなわちこのディスペンサーユニットは、適用される物質のためのタンク（２）と
、タンク（２）と結合された計量供給装置（３）とから形成され、この計量供給装置を経
由して当該物質を所定の配量で供給することができ、またこのディスペンサーユニットは
作動機構（４）を備え、この作動機構は、当該物質を所定の配量で供給するため、作動力
を加えることにより計量供給機構（３）を作動することができる、上記のディスペンサー
ユニットにおいて、タンク（２）が、液体の大部分が収められる上部体積領域（２′）と
、この上部体積領域（２′）の下に配置された下部体積領域（２″）と、ディスペンサー
のハウジングによるタンククランプ（５）を形成するために下部体積領域２″の上部末端
領域に形成された環状形のクランプ受け（６）とを備え、この場合、計量供給装置（３）
は下部体積領域（２″）の下側末端に配置され、そしてクランプ受け（６）は、ディスペ
ンサーのハウジング内にディスペンサーユニットを確実に取り付けるため、充填されたデ
ィスペンサーユニットの重心の領域に設けられることを特徴とする、上記のディスペンサ
ーユニット。
【請求項３０】
　請求項５に記載のディスペンサーのハウジング（１）内で用いるディスペンサーユニッ
トにおいて、すなわちこのディスペンサーユニットは、適用される物質のためのタンク（
２）と、タンク（２）と結合された計量供給装置（３）とから形成され、この計量供給装
置を経由して当該物質を所定の配量で供給することができ、またこのディスペンサーユニ
ットは作動機構（４）を備え、この作動機構は、当該物質を所定の配量で供給するため、
作動力を加えることにより計量供給機構を作動することができる、上記のディスペンサー
ユニットにおいて、タンク（２）が下部体積領域（２″）と上部体積領域（２′）とから
形成され、この場合第１に、計量供給装置（３）は下部体積領域（２″）の下側末端に配
置され、第２に、上部体積領域（２′）は、ディスペンサーのハウジングによりタンクク
ランプ（５）を形成するため、ディスペンサーの上側末端と下側末端との間にくびれたネ
ック領域（９）を備え、このネック領域は座面を持ち、該座面はその延長線が体積領域（
２′）の側壁に対し角度γで内側に傾斜し、この角度γを１０°から１７０°とし、この
座面は、ディスペンサー（１）のハウジングに設けられて座面に対応する支持面（１０）
と相互作用するためのものであり、ネック領域（９）の座面をこの支持面に載せることが
でき、そして第３に、ディスペンサーのハウジング内にディスペンサーユニットを確実に
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取り付けるため、座面は、充填されたディスペンサーユニットの重心の領域に設けられる
ことを特徴とする、上記のディスペンサーユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は次のようなディスペンサー、特に半固体系または液体系のための計量供給ディ
スペンサーに関する。このディスペンサーはまず、ディスペンサーユニットを収めるハウ
ジングを備える。このディスペンサーユニットは、適用される物質のタンクと、タンクと
結合された計量供給装置とによって形成され、この計量ユニットを経由して、所定の配量
の物質を供給することができる。またこのディスペンサーは作動機構を備え、この作動機
構は、所定の配量の物質を供給するため、作動力を加えることにより計量供給装置を作動
することができる。この場合ディスペンサーユニットは、タンククランプによってハウジ
ング内に保持されている。
【背景技術】
【０００２】
　ディスペンサー、特にこの種の計量供給ディスペンサーは、国際特許ＷＯ０３／０５９
５２４Ａ１から知られている。この知られたフォームディスペンサーは、ハウジングと、
ハウジング内に配置されたタンクとを備える。このハウジングは、壁面に固定可能な背板
と、この背板に旋回可能な状態で取り付けられた回転フタとで形成される。
【０００３】
　この背板はその下方領域に、前方に突出する支持プレートを備え、この支持プレートは
計量供給装置のためのクランプ受けを備える。計量供給装置とタンクから形成されたディ
スペンサーユニットは、このようにして背板に保持される。この場合、回転フタが閉じる
まではタンクが転倒しないよう、支持力が必要である。回転フタは釣鐘状に形成され、閉
じた後はディスペンサーユニット全体を背板とともに包む。計量供給装置は、この知られ
たフォームディスペンサーの場合、フォームポンプとして形成されている。
【０００４】
　この知られたディスペンサーの場合、ディスペンサーユニットは容易かつ簡単に交換で
きるけれども、次のような欠点がある。第１には、回転フタが閉じるまでにタンクが転倒
する可能性があり、このことは、貯蔵用期中にある物質の重量によって、計量供給装置の
クランプ受けに、比較的高い曲げモーメントが加えられる原因となる。第２には、回転フ
タが閉じるまでディスペンサーユニットのポジションを維持するため、支持力が必要であ
る。この結果生じるもう１つの欠点として、このディスペンサーユニットは、回転フタが
確実に閉じていないとき、ふたたび転倒する可能性がある。
【０００５】
　それだけでなく、ＷＯ００／１０１３１、ＤＥ１９５３６７３９、ＤＥ４２１０５９１
およびＷＯ９０／１２５３０からは、計量供給装置の重要な機能部品がハウジング内に配
置されているディスペンサーが知られている。これらのディスペンサーの場合、計量供給
装置とタンクが機能上一体をなすディスペンサーユニットは、設けられていない。しかし
タンクに計量供給装置が配置されているため、ハウジングの構造がいちじるしく単純とな
って、ディスペンサーを衛生的に使用して清潔に保つことが可能となり、タンクの交換が
非常に容易となる。
【０００６】
　ＤＥ１９９３６７３９で開示されているディスペンサーの場合、たしかにこのディスペ
ンサーユニットはタンクとともに機能上一体をなす。しかし配量物の供給に必要な作動は
、タンクの壁を横から圧迫することによって行われる。これによりＤＥ１９９３６７３９
のディスペンサーは、片手操作の可能性が失われる。さらにはこのディスペンサーユニッ
トは、クランプに上から差し込む方式なので、前から差し込む方式よりも、はるかに手間
と時間がかかる。
【０００７】
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　ＤＥ１９９３６７３９のタンクのもう１つの欠点は、これはポンプユニットの機能を組
み込んでいるため、凹ませたままにする方式の壁を設けることができず、このため必然的
に通気手段が必要となり、それにより容器内容が汚染する危険を生じるが、これを有効に
防ぐことができない。
【発明の開示】
【０００８】
［技術的問題］
　したがって本発明の課題は、せっけんそのほかの媒体が粘稠性液体または発泡体である
とき、それらのためのディスペンサーとして、できるだけ安定性が大きいと同時に容易か
つ安価に製造でき、そしてタンクを単純に交換すれば再充填できるディスペンサーを得る
ことである。
【０００９】
　本発明のもう１つの課題は、ディスペンサーユニットの姿勢をできるだけ安定させてハ
ウジング内に保持し、ディスペンサーの特に衛生的な操作を可能とすることである。
【００１０】
［技術的解決］
　本発明はこの課題を次のようにして解決する。すなわちタンクは、上部体積領域と、下
部体積領域と、タンククランプを構成するためのカラー形のクランプ受けとを備える。こ
の場合、計量供給装置は下部体積領域の下側末端に配置される。そしてディスペンサーユ
ニットを確実にハウジングに取り付けるため、ディスペンサーユニットに対するタンクク
ランプの力の導入部は、規定通りに取り付けられて充填されたディスペンサーユニットの
重心と、上部体積領域の上部末端との間の領域に設ける。
【００１１】
　本発明はさらに、上記ディスペンサーのハウジング内で使用するためのディスペンサー
ユニットに関する。
【００１２】
　本発明はこの課題をさらに、冒頭に挙げた種類のディスペンサーでありながら、タンク
が下部体積領域と上部体積領域で形成されるものによって解決する。この場合第１に、計
量供給装置は下部体積領域の下側末端に配置される。第２にタンクは、タンククランプを
構成するため、その上側末端と下側末端の間にくびれたネック部分を備え、このネック部
分は、体積領域の側壁に対する角度γをもって内側に傾斜する座面を持つ。第３にハウジ
ングは、それに対応する支持面を持ち、この支持面にネック部分の座面を載せることがで
きる。第４に、ハウジングにおけるタンククランプの位置は、ディスペンサーをハウジン
グ内に確実に取り付けるため、規定通りに取り付けられて充填されたディスペンサーユニ
ットの重心領域に設ける。
【００１３】
　本発明によるディスペンサーの形状によって、ディスペンサーユニットは確実にハウジ
ング内に保持される。ディスペンサーユニットは、クランプ受けに単純に差し込みまたは
挿入することによっても簡単に取り付けることができ、交換するときはふたたび取り外す
ことができる。クランプ受けの位置が高くなることにより、タンクの配置が偏心的であっ
ても、モーメントの配分は非常に有利となり、クランプ受けに働く曲げの力は軽減される
。
【００１４】
　特に壁を薄いフイルム状の材料で製造されたディスペンサーユニットを用いる場合、曲
げモーメントが軽減されることは有利である。それによって壁が折れ曲がるのを防止でき
る。そしてたとえば密閉上の欠陥または誤った操作によって、ハウジングが閉じていない
場合でも、ディスペンサーユニットは確実にクランプ受けに収まる。にもかかわらず、ハ
ウジングのディスペンサーユニットを片手で交換できるという利点は失われない。
【００１５】
　好ましくはカラー形のクランプ受けを、補強されたリングとして形成し、このリングを
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ディスペンサーユニットに取り付けるものとする。この好ましい実施形態の場合、タンク
はブロー成形法によって一体型に製造される。この場合下部体積領域は、切り込みの入っ
た輪郭を持つ形状に作り、好ましくは壁を厚くする。タンククランプはＵ字形フォークの
形状とすることができ、このフォークに下部体積領域を挿入することができる。
【００１６】
　上記の実施形態とは異なる方法として、このタンクを複合体型に作ることもできる。こ
の場合上部の体積領域は、ネジ止めによって下部体積領域と結合される。カラー形クラン
プ受けの補強されたリングは、この場合、どちらの部品に雌ネジが施されるかに応じて、
上部体積領域または下部体積領域の雌ネジつきフランジリングで形成することができる。
　
【００１７】
　本発明はこの課題をさらに、冒頭に挙げた種類のディスペンサーでありながら、タンク
が下部体積領域と上部体積領域で形成されるものによって解決する。この場合第１に、計
量供給装置は下部体積領域の下側末端に配置される。第２にタンクは、タンククランプを
構成するため、その上側末端と下側末端の間にくびれたネック部分を備え、このネック部
分は、体積領域の側壁に対する角度γをもって内側に傾斜する座面を持つ。第３にハウジ
ングは、それに対応する支持面を持ち、この支持面にネック部分の座面を載せることがで
きる。第４に、ハウジングにおけるタンククランプの位置は、ディスペンサーをハウジン
グ内に確実に取り付けるため、規定通りに取り付けられて充填されたディスペンサーユニ
ットの重心領域に設ける。本発明はさらに、上記ディスペンサーのハウジング内で用いる
ためのディスペンサーユニットにも関する。
【００１８】
　本発明によるディスペンサーのそのほかの実施形態からは、さらなる利点が得られる。
すなわちタンクの上部体積領域にくびれたネック部分を設け、このネック部分を、ハウジ
ングの対応する支持面に載せることができる。このくびれたネック部分は、内側にくびれ
るものであれば、直線的な領域によってでも、曲線的な領域によってでも形成される。
【００１９】
　直線的な領域の場合、この領域は側壁に対して角度γ相当分内側に傾斜している。この
角度γは、タンクの下方に向かうバーチャルな延長と、直線的な側壁とのなす角度である
。ハウジングのそれに対応する支持面は、くびれたネック部分の雌型の形状を持つ。この
支持面もまた、上記に説明したカラー形のクランプ受けと同様にフォーク形なので、この
クランプ受けはタンクの両側に支持面を持ち、内側にくびれたネック部分をこの支持面の
上に載せることができる。
【００２０】
　くびれたネック部分が内側に傾斜する角度γは、好ましくは１０°から１７０°とする
。これにより第１にはタンクから媒体が残りなく流出し、第２には十分に確実な支持が得
られる。小さい角度を用いる場合は、タンクの材料がそれだけ安定していること、特にプ
ラスチック容器では壁厚がそれだけ大きいことが好ましい。座面は、円形のリング面とし
て形成することができ、あるいはハウジングの背面に隣接するタンク側壁の領域にだけ形
成することもできる。丸いボトルの場合、半円形の座面を設けることもでき、ボトルが楕
円形またはそのほかの形状の場合も、当然同じことが当てはまる。この場合座面は、つね
にボトルの形に適合できなければならない。
【００２１】
　タンクは明瞭に１つの方向を向いた状態でハウジングに挿入する必要があり、この明瞭
性を得るには座面を回転対称形に形成することができない。これは座面を相応の形状にす
ることによるか、あるいはたとえば左右の一方に高い領域を設けることによって得られる
。支持面を相応の形状とすることにより、それに合わせた形状の座面を、１つの方向を向
いた状態でのみ挿入できるようにすることができる。好ましくはこの場合、座面が正しい
方向を向いて支持面に載せられる場合だけ、すなわちタンクができるだけ深く挿入された
場合だけ、ハウジングを閉じることができるように、ハウジングを形成する。
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【００２２】
　支持機能が得られる限り、基本的にはこの座面と支持面を任意の形状とすることができ
る。この支持機能とは、座面または支持面のどちらかが、線状の面によって、すなわち向
かい側の面に向かって突出するエッジによって形成され、このエッジが向かい側の面を押
すことも含まれる。このエッジは円周形とすることができ、また点状に荷重をかけること
も可能であって、この場合たとえば座面または支持面を、２つまたは４つの突出する支持
点で形成することができる。
【００２３】
　ディスペンサーのもう１つの好ましい実施形態は、上部体積領域と下部体積領域の間で
、支持面との形状的結合を行う。この場合、上部体積領域と下部体積領域の間に１本の溝
を設け、Ｕ字形体の支持面をこの溝に挿入できる。この実施形態の場合、座面はこの溝の
上側周縁によって形成される。
【００２４】
　さらにはこのＵ字形支持面で、くびれたネック部分をロックしながら受けることもでき
る。これは特に有利である。なぜならばディスペンサーユニットは、圧迫力を克服した後
、必要なポジションに自動的に引っ張られるからである。このような実施形態はたとえば
次のようにして得られる。すなわちＵ字形開口部は、背板から見てまず断面の幅を広げて
ゆき、次にふたたび幅を狭くする。この場合支持面の材料は柔軟なものを選び、ディスペ
ンサーユニットを挿入するときは、そのような形状のフォークがバネとなって開き、くび
れたネック部分の最大断面が通過した後は、ふたたびバネが戻るようにする。前部の断面
をふたたび広げれば、このフォークの場合、くびれたネック部分の取り込みを容易に行え
るようになる。
【００２５】
　上記と異なる方法として支持面を、閉じた円形、またはほとんど閉じた円形に形成する
こともできる。この場合ディスペンサーユニットは、上から支持面を通って挿入される。
このためには支持面の内径は、もちろん下部体積領域の最大外径よりも大きくなければな
らない。下部体積領域が支持面を通過できるようにするためである。
【００２６】
　すべての実施形態の場合で下部体積領域は、下部で横方向に曲がった第２の部分を備え
、この第２の部分は第１の部分、たとえば直線的な部分につながる。カラー形のクランプ
受けまたはくびれたネック部分のハウジングと結合する箇所より下で、下部体積領域の第
２の部分は、好ましくは第１の直線的な部分に対して角度αで横方向に曲がる。この角度
αは４０°以下とすることができるが、好ましくは３０°以下とする。この種の下部体積
領域は問題なくブロー成形法で製造できるので、ディスペンサーユニット全体を、望めば
１つの材料で一体型のものとして安価に製造できる。
【００２７】
　この第２の下部領域は、形状安定のため補強エレメント、特にはリブまたは型押しによ
るビーディングを設け、これを軸方向にも半径方向にも配置することができる。最適な配
置は、ディスペンサーユニットをハウジング内に保持する支持エレメントの配置に応じて
決まる。
【００２８】
　好ましくは作動機構を押しボタンとする。この押しボタンは、旋回可能な状態でハウジ
ングに取り付けられ、ユーザーの押力を計量供給装置に伝達する。計量供給装置にはノズ
ルを設けることができ、ノズルはこの押力が作動すると開くので、供給されるべき物質が
、前もって定められた配量で放出される。この種のノズルと計量供給装置は一般に知られ
ている。
【００２９】
　美的な理由から、好ましくは押しボタンを平らなプレートで形成し、このプレートは、
ほぼハウジング前面の平面に配置されるものとする。プレートはこの平面に対して小さい
角度を付けることができ、またはハウジング平面からわずかに突出させることができる。
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この押しボタンは、旋回可能な状態でハウジングに取り付けられ、そしてハウジングの背
後末端に作動軸を備えることができる。上記の押力が加えられると、それをこの作動軸が
計量供給装置に伝達する。
【００３０】
　確実かつ円滑な計量供給機能を得るには、押しボタンの接触面を、計量供給装置の接触
面に対して角度βだけ傾斜させ、この角度は９０°以下とするべきであろう。これが意味
するのは、押しボタンの接触面は、作動運動の間、計量供給装置の接触面上をスライドし
ても、計量供給装置の接触面は動くということである。このような方法で作動ストローク
を大きくして、有利な力の伝達が得られ、特に非常に手荒な作動が行われても接触力が弱
められる。これによりディスペンサーは、このような手荒な作動による損傷に対して耐え
られる。
【００３１】
　１つの特に好ましい実施形態の場合、押しボタンはハウジング内に組み込まれ、特には
ハウジング自体で形成されている。この場合ハウジングは、壁面に取り付けられた基盤部
品に、旋回可能な状態で固定され、そしてハウジング下部領域の接触面が、計量供給装置
を支持している。この場合１つのバネが、好ましくは基盤部品と旋回可能なフタ部品とを
結合している。これは、ユーザーが望まずしてフタを開いたり、そしてたとえばディスペ
ンサーユニットを取り出したりできないようにするためである。同時にこのバネは、フタ
部品が形成する押しボタンを元の位置に戻す機能を持つ。
【００３２】
　下部体積領域は、計量供給装置と貯蔵タンク間の液密な流路をも形成する。この場合下
部体積領域は、断面一定または断面が次第に狭くなるホースの形に形成される。このホー
スは、固定した形状でも、または柔軟性を持つものとしても、保持することができる。計
量供給装置が、貯蔵上安定したディスペンサーへの保持は、もちろん確実になされなけれ
ばならない。すなわち場合によっては、計量供給装置のため特殊な保持部を設け、この保
持部がたとえば基盤部品と結合されているものとする。
【００３３】
　上記と異なる方法として、計量供給装置の保持部を、ディスペンサーユニットの上部部
分と結合することももちろんできる。これはフレームを用いて、または固定用プレートを
計量供給装置に向かって延ばし、これを用いて行うことができる。下部体積領域は、少な
くとも部分ごとに、アコーデオン状に形成された壁領域によって形成することができ、こ
うすれば取り付けが簡単になる。
【００３４】
　したがって本発明の１つの実施例は、フレーム状またはチューブ状のスペーサーを備え
て、このスペーサーによって、計量供給装置接続部と上部体積領域を結合することができ
る。下部体積領域を、このスペーサーの中またはスペーサーの横を通し、たとえばアコー
デオン状の壁を持つ柔軟なホースとして配置することができる。
【００３５】
　このスペーサーに計量供給装置が取り付けられているので、計量供給装置の位置はスペ
ーサーによって決められている。再充填の際、ディスペンサーユニット全体を交換できる
のは、この実施形態の場合もやはり同じである。このことは、計量供給装置が使い捨て材
料とみなされている現在は、好ましいことである。その反対に、交換不可能な計量供給装
置を用いたい場合は、スペーサーをハウジング自体と結合することもできよう。そうすれ
ば上部体積領域だけを、または上部体積領域を下部体積領域とともに、または下部体積領
域がない場合でも、交換できるようになる。
【００３６】
　前記のディスペンサーは、たとえばフォームディスペンサーとして用いられる。この場
合計量供給装置は計量供給ポンプであって、タンク内の液体物質を、作動運動によって発
泡させることができる。計量供給ポンプは通常、機械的なポンプである。上記の押力を壁
面に向かって用いるときに下部体積領域が降伏するのを防ぐため、圧壊防止支持材をハウ
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ジングの下部領域に設け、これにより下部体積領域を支持することができる。この実施形
態は、特に次のような場合興味あるものである。すなわち、ディスペンサーユニットとハ
ウジングの結合をディスペンサーユニットの上部領域で行い、したがってこの押力が、比
較的大きなモーメントをディスペンサーユニットに加える場合である。
【００３７】
　上記の圧壊防止支持材は、少なくとも各部分ごとに、下部体積領域の外側輪郭の雌型に
相当する形状なので、この支持材を下部体積領域に面的に密着させるることができる。こ
の密着は耐久性あるものとすることもできるし、あるいは押力を加えるときだけ密着させ
ることもできる。耐久性ある密着はたとえば、座面と支持面を介して、ディスペンサーユ
ニットの上部領域を保持する場合、および下部体積領域が比較的弾力ある場合に、考慮に
値する。後者の場合下部体積領域は、ディスペンサーユニットを挿入した後、圧壊防止支
持材に自動的に密着する。
【００３８】
　下部体積領域の材料が非常に柔軟であるため、圧迫力によって下部体積領域が押しつぶ
される危険があるとき、圧壊防止支持材を計量供給装置まで延長することができる。この
支持材の前部末端が、たとえばＵ字形のフォークピックアップを用いて、計量供給装置を
保持することもできる。
【００３９】
　本発明のそのほかの事項や利点を、従属請求項や、下記の好ましい実施例に関する図面
を用いた説明に記載する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
　図面の内容は次の通り。
【００４１】
　図１は、ディスペンサーの第１の実施形態を横から見た断面図である。
【００４２】
　図２は、図１のディスペンサーのクランプ受けを上から見た図である。
【００４３】
　図３は、ディスペンサーのもう１つの実施形態を横から見た図である。
【００４４】
　図４は、ディスペンサーの第３の実施形態を横から見た図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　図１はハウジング１を持つディスペンサーを示す。ハウジング１は背板とフタを備え、
このフタは、背板の上部領域に旋回可能な状態で結合され、図では破線で示されている（
訳注：図に破線はないが原文通りに翻訳）。ハウジング１にはタンク２が収められ、この
タンクにはたとえば液体せっけんなどが入っている。
【００４６】
　液体は計量供給装置３を経由してユーザーに供給される。図示の例で計量供給装置３は
市販のフォームポンプであって、これにより液体が発泡する。作動のため、このディスペ
ンサーは押しボタン８を備える。この押しボタンは、旋回可能な状態でフタに取り付けら
れ、押力を加えられると、押しボタンの内側が計量供給装置３を押す。
【００４７】
　タンク２は２つの部分からなり、そのうち上部体積領域２′には液体の大部分が収めら
れ、その下に配置された下部体積領域２″は、計量供給装置３を体積領域２′と結んで、
押しボタン８が計量供給装置３の作動エレメントに作用するようにしている。このため下
部体積領域２″の下側部分は、上部領域に対して角度αだけ曲げられている。
【００４８】
　体積領域２′から下部体積領域２″に移行する領域で、タンクがハウジングと結合され
ている。そのために下部体積領域２″の末端領域は、環状形のクランプ受け６によって形
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成され、このクランプ受けはタンククランプ５にクランプされながら挿入されている。こ
のタンククランプ５は、ほぼフォーク状でディスペンサーユニットを取り上げるピックア
ップであって、その中にカラー形のクランプ受け６を差し込むことができる。
【００４９】
　図２は、タンククランプ５の領域の詳細図である。フォークは前部領域を若干閉じてい
るので、環状形のクランプ受け６をロックしながら把握することができる。図２の上側お
よび下側領域に、押しボタン８を旋回可能な状態で取り付けるための保持部を１つずつ示
す。
【００５０】
　図３は、本発明のもう１つの実施形態を示す。ここでタンク２はくびれたネック部分９
を備え、このネック部分を介して、タンク２をハウジング１に固定することができる。そ
のためハウジング１は、くびれたネック部分９の領域に、支持面１０を持つ追加的な取り
付けリングを備える。上部体積領域２′には座面が設けられ、この座面は、くびれたネッ
ク部分９の上側周縁で形成される。そのため上部体積領域２′の壁は、角度γだけ内側に
傾斜している。
【００５１】
　タンク２は、ブロー成形法で一体型に製造することができる。くびれたネック部分９を
成形することにより、十分な形状安定性が得られる。下側領域ではタンク２がふたたび断
面を広げ、最大限の体積を活用する。この実施形態は特に、力の導入が下側領域では行わ
れず、ほぼ重心領域で行われるのが利点である。したがって大きい傾斜モーメントによる
負荷を生じないで、確実な取り付けが行われるので、ハウジング１が開いているときでも
、タンク２の確実な保持が得られる。
【００５２】
　図３に示した実施例では、ハウジングの前部領域全体が回転フタとして形成され、この
回転フタが、押しボタン８の機能を実行する。このため計量供給装置３の作動ヘッドは、
回転フタ下側部分の内側に押される。ハウジングと結合されたバネ（ここでは模式的に示
す）が、無用の関係者によって開かれるのを防止し、押しボタン８を形成する回転フタ下
側部分を計量供給装置３に密着させる。
【００５３】
　くびれたネック部分９は、タンク２のためのロック手段をも備える。そのためにはたと
えばタンク２が横方向に突出する突起を備え、この突起が支持面の溝に噛み込むことがで
きるようにすることも可能であろう。これによりタンクはさらにしっかりと固定され、タ
ンクが完全かつ正しく挿入されれば、充填する人にそのことをカチッという音で知らせる
ことができる。
【００５４】
　図４はディスペンサーの第３の実施形態を示す。ここでは押しボタン８は、上記の図２
に示したハウジング１の実施形態におけると同様に形成されている。しかしここでは戻し
バネは設けられず、押しボタン８を戻すためには、タンク２の弾力作用が利用される。そ
のほかの点では、この実施形態は図３に示したバリエーションと異なるところはない。
【００５５】
符号の説明
【００５６】
１　ハウジング
【００５７】
２　タンク
【００５８】
２′　上部体積領域
【００５９】
２″　下部体積領域
【００６０】
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３　計量供給装置
【００６１】
４　作動機構
【００６２】
５　タンククランプ
【００６３】
６　クランプ受け具
【００６４】
７　ピックアップ
【００６５】
８　押しボタン
【００６６】
９　くびれたネック部分
【００６７】
１０　支持面

【図１】 【図２】
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